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『 最新「橋」の科学と技術 』                  五十畑 弘【著】 

 

人々の暮らしを支える「橋」の歴史と役割、そして技術と構造の基礎を豊富な図表をつかってわ

かりやすく解説した入門書です。我々の身近な構造物である橋について、かたちや特徴、構造形

式、力学的な成り立ち、支承や伸縮装置といった橋の各部の仕組み、設計手順、工場での制作、

劣化や損傷によるメンテナンス、橋のデザインが景観に与える影響、さらには文化的、歴史的な

側面までを解説しています。 

『 異邦人のロンドン 』                    園部 哲【著】 

空から人が落ちてきた―それはアフリカから旅客機の脚につかまってロンドンまで飛ん
できた青年だった。いまやロンドン在住者の４割以上が外国生まれ。通算３０年のロン
ドン滞在になった著者もその一人だ。コロナ禍のロックダウンを機会に、移住者たちの
間で交わされた会話は、さながら１４世紀ペスト禍の名作『デカメロン』のように、多
様で、繊細で、魅力に溢れている。移民、人種や階級差別、貧富の差…。さまざまな問
題を抱えながら、世界中から人を集め続けるロンドンの実像を鮮やかに描く。 

 

『 八秒で跳べ 』                       坪田 侑也【著】 

春高バレーの予選まであと数日。主人公の宮下景が所属する明鹿高校男子バレー部は、6月
のインターハイ予選で初めて県の準決勝まで進んだ。チームを引っ張るのは、同学年の2年
生エースの置久遊晴。「いまのチームなら全国も目指せる」と、3年生3人が引退をせずにチ
ームに残り、景、梅太郎、マリオらのレギュラーメンバーで、夏に敗れた全国常連の強豪
校・稲村東と戦うことになるはずだった…。２１歳の現役医大生が高校バレー部を舞台に青
春時代のリアルに迫る感動作誕生！ 

 

 
『 ちくま新書 日本人なら知っておきたい日本の伝統文化 』    吉村 均【著】 

現代の私たちは日本の伝統文化をあまりにも知らない。それは明治時代に西洋の知識や技術
を取り入れるためにつくられた学校教育や近代の学問が、日本の文学や歴史を私たちの心か
ら切り離して論じてきたからだ。伝統的な日本人の心のあり方や死生観はどのようなものだ
ったのか。いま私たちが伝統的と思っているものの多くが、いかにして明治に入ってからつ
くりだされてきたのか。民俗学や宗教学、倫理学等の観点から近代以降に日本人が見誤り、
見失ってきたものを掘り起こす。 

 

『 一線の湖 』                        砥上 裕將【著】 

湖山賞をかけて千瑛と競った展覧会から２年―。大学３年生の霜介は進路に悩んでいた。次の
一歩が踏み出せず、新たな表現も見つからない日々。そんな折、亡き母が勤めていた小学校か
ら水墨画教室の依頼を受ける。子供たちとの出会いを通じて向き合う自分の過去と未来。そし
て、師匠・篠田湖山から託された「あるもの」とは―。無限の色彩を映す水墨画を通して葛藤
と成長を描く感動長編。『線は、僕を描く』待望の続編！ 

 


